
個別報道資料作成項目

【歴史文化のまち堺・魅力創造への挑戦】

☆歴史と文化を活かしたまちづくりの推進

世界文化遺産登録推進事業
　　～平成31年の世界文化遺産登録実現～

世界文化遺産推進室 55

百舌鳥古墳群ガイダンス施設等整備事業
　　～百舌鳥古墳群の価値や雄大さを体感～

世界文化遺産推進室 56

百舌鳥古墳群周辺整備・来訪者対策事業
　　～来訪者へのおもてなしの取組を推進～

世界文化遺産推進室、観光部、交通部、公園
緑地部 57

世界文化遺産登録に向けた博物館展示事業
　　～古墳の魅力を紹介～

博物館 59

環濠都市堺の再生事業
　　～公民連携によるまちづくりの推進～

企画部 61

観光企画事業
　　～誘客に向けた新たな取組にチャレンジ～

観光部 63

インバウンド推進事業
　　～大阪観光局や高野町との連携～

観光部 65

☆文化芸術機能の強化・スポーツ施策の推進

堺市民芸術文化ホール整備事業
　　～芸術文化の感動と喜びを！！～

文化部 67

堺市民芸術文化ホール機運醸成事業
　　～芸術文化の感動と喜びを！！～

文化部 68

アートスタートプログラム
　　～子どもたちに初めてのアート体験を！～

文化部 69

原池公園事業（野球場・運動公園）
　　～夢と感動のスタジアムを～

スポーツ部、公園緑地部 71

☆まちの魅力向上施策

都心活性化推進事業
　　～堺東駅周辺の活性化を進めるための計画をつくります～

都市再生部 74

都心整備推進等事業
　　～市役所前に賑わいと憩いの都市空間を創出します～

都市再生部、行政部、堺区役所 76

堺東駅南地区市街地再開発事業
　　～堺東駅前のジョルノビルが生まれ変わります～

都市再生部 77

中心市街地活性化支援事業
　　～堺東商店街の景観整備等のための取組への支援を実施します～

商工労働部 79

臨海部活性化推進事業
　　～堺旧港において海辺文化・賑わいを再興します～

都市再生部 81

大浜体育館建替整備運営事業
　　～大浜公園にもう一度光を照てよう～

スポーツ部 83

泉北ニュータウン駅前再編整備事業
　　～泉ヶ丘駅前周辺の魅力創出と利便性向上に向けて～

ニュータウン地域再生室 85

泉北ニュータウン居住魅力向上事業
　　～将来にわたって様々な世代が快適に住み続けることができる
　　　　持続発展可能なまちの実現～

ニュータウン地域再生室 87

健康・医療まちづくり事業
　　～産学公民連携で取り組みます～

企画部、健康部 89

原山公園再整備運営等事業
　　～誰もが健康づくりを楽しむ公園を再整備します～

公園緑地部 91

黒山西土地区画整理事業
　　～美原都市拠点の一翼を担う黒山西地区の工事が最盛期～

都市整備部 93



 

 

 

堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 文化観光局 

世界文化遺産推進室 

担当者 勝真・花木 

直 通 ０７２－２２８－７０１４ 

内 線 ４６８０、４６８４ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７２５１ 

 

「世界文化遺産登録推進事業」について 

～平成 31年の世界文化遺産登録実現～ 

 

堺市では、大阪府、羽曳野市、藤井寺市とともに、平成３１年の百舌鳥・古市古墳群

の世界文化遺産登録をめざしており、平成２９年度には国内推薦資産に選定されました。 

大阪府、羽曳野市、藤井寺市と共同で設置した百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録

推進本部会議において、文化庁、宮内庁とも連携し、ユネスコの諮問機関であるイコモ

スによる現地調査などに対応します。 

また、堺市独自事業として、百舌鳥古墳群についての保全意識の醸成に向けた取組な

どを進めます。 

 

記 

 

１．施策名 

世界文化遺産登録推進事業 

 

２．事業概要 

   （推進本部会議事業） 

   ・イコモス現地調査などへの対応 

   ・国内外に向けたＰＲの実施 

   （堺市独自事業） 

   ・保全意識の醸成に向けた市民考古学講座の開催 

・百舌鳥・古市古墳群を小・中学生の夏休みの自由研究テーマとした企画の実施 

 ・「百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を応援する堺市民の会」や、多くの市民、 

民間企業と連携した機運醸成事業の実施 

 

３．平成３０年度当初予算額  ４２,６７１千円 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 文化観光局 

世界文化遺産推進室 

担当者 勝真・立道 

直 通 ０７２－２２８－７０１４ 

内 線 ４６８０、４６８１ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７２５１ 

 

「百舌鳥古墳群ガイダンス施設等整備事業」について 

～百舌鳥古墳群の価値や雄大さを体感～ 

 

堺市では、大阪府、羽曳野市、藤井寺市とともに、平成３１年の百舌鳥・古市古墳群の世

界文化遺産登録をめざしており、平成２９年度には国内推薦資産に選定されました。 

百舌鳥古墳群の雄大さを市民や来訪者に体感していただくとともに、展示等を通じてその

歴史的意義や価値について知っていただくため、ガイダンス施設の整備や百舌鳥古墳群を快

適に周遊するためのサインの設置を進めます。 

 

記 

 

１．事業名 

百舌鳥古墳群ガイダンス施設等整備事業 

 

２．事業概要 

・（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設予定地へのアクセス道路用地取得や埋蔵文化財の

発掘調査 

・百舌鳥古墳群の周遊を支援する解説サイン等の整備 

 

３．平成３０年度当初予算額       ３４９,３６４千円 

  （うち、公共用地先行取得事業特別会計  ２５２,４００千円） 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

百舌鳥古墳群周辺整備（他 4事業を除く）について 周遊サインの整備について 

担当課 文化観光局 

世界文化遺産推進室 

担当者 勝真・小谷 

直 通 ０７２－２２８－７０１４ 

内 線 ４６８０、４６８２ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７２５１ 

 

 

担当課 文化観光局 観光部 

観光推進課 

担当者 上西・秋田 

直 通 ０７２－２２８－７４９３ 

内 線 ４５３０、４５３５ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７３４２ 

 

大仙公園御陵前駐車場等の整備について 照明灯の更新、防犯カメラの設置について 

担当課 建設局 公園緑地部 

公園緑地整備課 

担当者 穴見・中村 

直 通 ０７２－２２８－７４２４ 

内 線 ４４２０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－１３３６ 

担当課 建設局 公園緑地部 

大仙公園事務所 

担当者 宮本・中江 

直 通 ０７２－２４１－０２９１ 

ＦＡＸ ０７２－２４１－６１８７ 

ＪＲ阪和線百舌鳥駅舎等の検討について 

担当課 建築都市局 交通部 

    公共交通課 

担当者 河合・山下 

直 通 ０７２－２２８－７５４９ 

内 線 ５５２０、５４０５ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８４６８ 

※その他関連部局 

建設局 土木部 西部地域整備事務所、建設局 道路部 道路計画課 

 

 

「百舌鳥古墳群周辺整備・来訪者対策事業」について 

～来訪者へのおもてなしの取組を推進～ 

 

堺市では、大阪府、羽曳野市、藤井寺市とともに、平成３１年の百舌鳥・古市古墳群の

世界文化遺産登録をめざしており、平成２９年度には国内推薦資産に選定されました。 

登録を機に増加が予想される百舌鳥古墳群における来訪者のおもてなしのため、周遊環

境整備を実施します。 

 

記 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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１．施策名 

百舌鳥古墳群周辺整備・来訪者対策事業 

 

２．事業概要 

・仁徳天皇陵古墳周辺の歩道バリアフリー工事、履中天皇陵古墳周辺の周遊環境整備な

ど 

・国内推薦選定後、増加している来訪者に対応するための警備委託や総合電話問合せ窓

口の設置、世界文化遺産登録を見据えた来訪者基礎調査、周遊ＡＲアプリの作成など 

・周遊サインの整備など 

・大仙公園御陵前駐車場にタクシー乗り場機能を備えたロータリーの設置、老朽化した

照明灯の更新、防犯カメラの設置など 

・ＪＲ阪和線百舌鳥駅舎等の来訪者に配慮した環境整備の検討 

 

３．平成３０年度当初予算額     １９８,３８７千円 

             新規     （５９,９６７千円） 

             拡充     （８４,８３９千円） 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 文化観光局 博物館 

    学芸課 

担当者 白神・増田 

直 通 ０７２－２４５－６２０１ 

ＦＡＸ ０７２－２４５－６２６３ 

 

「世界文化遺産登録に向けた博物館展示事業」について 

～古墳の魅力を紹介～ 

 

堺市博物館では、百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録に向けて、百舌鳥古墳群を紹介

するガイダンス機能の一翼を担うとともにさらなる機運醸成を図るために常設展示古代コ

ーナーを充実させ、平成３０年度から３２年度にかけては、古墳とその時代にスポットをあ

てた大規模な展覧会を開催します。 

 

記 

 

  １．事業名 

    世界文化遺産登録に向けた博物館展示事業 

 

  ２．事業概要 

・常設展古代コーナー更新 

・古墳や古墳時代にスポットをあてた展覧会の開催と開催準備 

 

  ３．平成３０年度当初予算額        １６，０６６千円 

     新規       （１６，０６６千円） 

債務負担行為       （１２，０００千円） 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊 

59



世界文化遺産登録に向けた博物館展示事業  

  

 ☆世界文化遺産登録への機運醸成 

 

 ☆仁徳天皇陵古墳をはじめとする百舌鳥古墳群の紹介 

 

 ☆世界文化遺産ガイダンス機能の一翼 

百舌鳥・古市古墳群 世界文化遺産登録
に向けての博物館の使命 

 

  Ｈ３０ 企画展「堺に窯がやってきた！－古墳時代・海外交流の軌跡－」（仮称） 

    泉北の陶邑窯跡群出土資料（重要文化財を含む）を中心に、当時の先進技術やそれをもたらした海外交流のようすを紹介する。 

   

  Ｈ３１ 特別展「古墳－巨大墓にエネルギーを投じた時代」（仮称） 

    古墳築造に費やされた莫大なエネルギーと、そこに起こった技術革新を中心に古墳と古墳時代を紹介する。 

   

  Ｈ３２ 特別展「墓を造る－人類史と巨大墓－」 （仮称） 
     日本の「古墳」のように世界各地で造られた巨大モニュメントともいえる「墓」を紹介し、人はなぜこのような巨大建造物を造った 

     のかを考えるとともに、道具や技術の歩みも紹介し、日本の古墳を世界史的視点で考察する。 

平成３０年度当初予算額  １６，０６６千円 

古墳とその時代にスポットをあてた特別展（３か年計画）の開催 

古代常設展示
の充実 

現
在
の
古
代
常
設
展
示
に
、
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
、
履
中
天

皇
陵
古
墳
、
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
、
御
廟
山
古
墳
等
、
現
存

す
る
巨
大
古
墳
に
関
す
る
展
示
を
、
関
係
各
機
関
の
協

力
を
得
て
展
示
を
充
実
さ
せ
る
。 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 市長公室 企画部 

企画推進担当 

担当者 金本、紀田 

直 通 ０７２－２２８－７４８０ 

内 線 ２３２０ 

ＦＡＸ ０７２－２２２－９６９４ 

 

「環濠都市堺の再生事業」について 

～公民連携によるまちづくりの推進～ 

 

環濠エリアに賑わいをもたらすために、河川沿いを活用した賑わい拠点づくりに向けたモ

デル事業計画づくりやＳＮＳ等を活用した情報発信等、公民連携により取り組みます。 

 

記 

 

１ 事業名 

  環濠都市堺の再生事業 

 

２ 事業概要、事業目的など 

  本事業は、環濠エリアにおいて、歴史文化資源等を活用した市民主体のまちづくりに

より都市魅力を向上させ、国内外から人が集まる賑わいの創出を図り、市民の本市への

愛着や誇りを醸成し、交流人口・定住人口の増加をめざすことを目的としています。 

  平成３０年度は、環濠エリアに来訪するきっかけをつくり、環濠エリアに点在する

歴史文化資源や店舗などにも興味を持ってもらうことを目的に、河川沿いを活用し

た賑わい拠点づくりに向けたモデル事業計画の取りまとめやＳＮＳ等を活かした情

報発信、ウォークラリー等、公民連携により取り組みます。 

 

３ 平成３０年度当初予算額           ８,０００千円   

             拡充          （５,０００千円） 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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＜ 環 濠 都 市 堺 の 再 生 事 業 ＞  

【目的】 

・歴史・文化の継承と共に、新たな魅力の創出 

 ・生活する人も訪れる人も愛着が持てるまちの実現 

・活気ある堺を取り戻す 

【課題】 

 ・周遊ルートや歩道の整備が不十分 

 ・歴史的な資源は点在しているが、住民自身の関心が低い 

 ・堺の面白いところを広く伝えるための発信力に欠ける 

 ・イベントや事業がエリア全体の盛り上がりには至っていない 

 ・現在のニーズに合った環濠再生のあり方の検討が必要 

【手法】 

 ・民間のアイデアや行動力を公共がバックアップする公民連携のまちづくり 

 ・事業推進に当たってプラットフォームの構築 

【リーディングプロジェクト】 

 ①回遊性の向上：案内ツールの充実、遊歩道等の連続性確保、賑わいづくり 

 ②情報発信力の強化：地域資源のデータベース化、情報サイトの構築 

 ③モデル地区の設定：水辺を活かした飲食店等の誘致、景観の統一 

○環濠茶論（※）事業 

②情報発信事業 

○庁内連携事業 

①水辺賑わい誘導モデル事業 

 『 環
Can

 濠
G o

 堺 ！ 』 

※環濠茶論 

・堺環濠町づくり推進協議会（通称：環濠茶論） 

・地元の活動団体、堺環濠コンベンション協会、堺市で構成 

・堺環濠エリアにおいて、歴史文化の継承とともに新たな魅力を

創出し、生活する人も訪れる人も愛着が持てる活気ある堺の実現

に向けた公民連携による取り組みを推進することを目的に設立 

みんなに知ってもらい → 来てもらい → 好きになってもらう 

②情報発信事業 

 

・ＳＮＳを活用した写真を中心とした情報発信 
・市民の投稿による情報発信 
・飲食店や歴史文化資源等を巡るウォークラリー  

   

 

①水辺賑わい誘導モデル事業  
 
・環濠エリア内の河川沿いを活用した店舗等について、その
適地や業種等についての検討・取りまとめ 

・運営スキーム、民間からの出資等についての検討・取りま
とめ 

・「さかい利晶の杜」や「百舌鳥古市古墳群」等と連携した
賑わいの波及についての検討 
  

連携 

整備イメージ（北浜テラス、水辺のオープンカフェ） 

⇒ 認知度向上、賑わいの創出、シビックプライド醸成 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 文化観光局 観光部  

観光企画課 

担当者 東野・小川 

直 通 ０７２－２２８－７４９３ 

内 線 ４５２０、４５２１ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７３４２ 

 

「観光企画事業」について 

～誘客に向けた新たな取組にチャレンジ～ 

 

堺市では、観光振興施策企画立案にかかる調査研究及び広域連携を活用した集客促進事業

を展開することで観光振興によるまちの賑わいづくり、地域経済の活性化を図ります。 

 

記 

 

１ 施策・事業名、施設名など 

    観光企画事業 

 

２ 事業概要、事業目的など 

   ・広域連携による集客促進 

   ・クルーズ客船の誘致 

 

３ 平成３０年度当初予算額          ４４，２０４千円   

             新規         （３９，１１１千円） 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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観光企画事業（新規・拡充） 

平成３０年度予算額：４４，２０４千円 

●広域連携による集客促進 

●クルーズ客船誘致事業   

「泉州」の認知度向上、観光客数の増加および地域経済の活性化を
図るため、（仮称）泉州観光DMOを設立するなど、泉州地域における
戦略的な観光誘客を推進する。 

事業の目的 

観光振興施策企画立案にかかる調査研究
及び広域連携を活用した集客促進事業を
展開することで観光振興によるまちの賑わ
いづくり、地域経済の活性化を図る。 

主な新規事業 

３４，３３３千円 

４，７７８千円 

成果指標（KPI） 

成果指標（KPI) 最新値 目標値 

 
観光ビジター数 

 
989.2万人 
（H28年度） 

 
1,600万人 
（H32年度） 

近年利用者が増加するクルーズ客船を誘致することで、観光客の誘
客のほか、新たな観光アクセスの拡充や堺の認知度の向上を図る。 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 文化観光局 観光部  

観光企画課 

担当者 東野・丸澤 

直 通 ０７２－２２８－７４９３ 

内 線 ４５２０、４５２３ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７３４２ 

 

「インバウンド推進事業」について 

～大阪観光局や高野町との連携～ 

 

堺市では、他団体との連携等による海外への積極的なプロモーションの実施を通じて、本

市の認知度向上及び外国人旅行者の誘客を図ります。 

 

記 

 

１ 施策・事業名、施設名など 

   インバウンド推進事業 

 

２ 事業概要、事業目的など 

   百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録など今後本市が迎える好機を見据え、外国人旅

行者が多く来訪する高野山や大阪観光局等と連携し、歴史文化に関心の高い欧米豪をター

ゲットとした誘客プロモーションを実施します。 

 

３ 平成３０年度当初予算額           ９，３７７千円   

             新規          （４，００２千円） 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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インバウンド推進事業（新規・拡充） 

平成３０年度予算額：９，３７７千円 

●欧米プロモーション事業   
・高野町との連携など、欧米豪をターゲットとしたプロモーションの実施 
・大浜公園相撲場等を活用した観光モデルツアーの実施 

事業の目的 

他団体との連携等による海外への積極的な
プロモーションの実施を通じて、本市の認知
度向上及び外国人旅行者の誘客を図る。 

主な新規事業 

４，００２千円 

成果指標（KPI） 

成果指標（KPI) 最新値 目標値 

 
観光ビジター数 

 
989.2万人 
（H28年度） 

 
1,600万人 
（H32年度） 

事業の方針 

百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録など今後本市が迎える好機を見据え、外国人旅行
者が多く来訪する高野山や大阪観光局等と連携し、歴史文化に関心の高い欧米豪をターゲッ
トとした誘客プロモーションを実施。 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先

担当課 文化観光局 文化部 文化課 

担当者 永野 

直 通 ０７２－２２８－７１４３ 

内 線 ４６３０、４６４５、４６４６ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８１７４ 

「堺市民芸術文化ホール整備事業」について 

～芸術文化の感動と喜びを！！～ 

堺市では、芸術文化による感動・喜びを通じた都市魅力の創造・交流・発信を基本理念と

する堺市民芸術文化ホール（フェニーチェ堺）の整備を推進するとともに、開館準備業務を

実施します。 

記

１ 事業名 

・堺市民芸術文化ホール整備事業

・堺市民芸術文化ホール管理運営

２ 事業概要

・堺市民芸術文化ホール整備事業について

ホール建設工事を推進します。

・堺市民芸術文化ホール管理運営について

開館に向けたホールの貸出やオープニング事業等の準備を実施します。

３ 平成３０年度当初予算額 

・堺市民芸術文化ホール整備事業  ７，４８４，４１２千円 

  債務負担行為   （４７３，０００千円） 

・堺市民芸術文化ホール管理運営   ２０２，２６２千円 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先

担当課 文化観光局 文化部 文化課 

担当者 永野 

直 通 ０７２－２２８－７１４３ 

内 線 ４６３０、４６４５、４６４６ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８１７４ 

「堺市民芸術文化ホール機運醸成事業」について 

～芸術文化の感動と喜びを！！～ 

堺市では、堺市民芸術文化ホール（フェニーチェ堺）の平成３１年秋の開館に向け、市民の

機運醸成を図るとともに、商圏内の住民やマスコミ、プロモーター、アーティスト等へのさら

なる認知度の向上を実現します。 

記

１ 事業名 

  堺市民芸術文化ホール機運醸成事業 

２ 事業概要

・名所旧跡コンサートシリーズ

市内の名所旧跡でクラシック・落語・ポップス・ジャズ・文楽公演等を開催

・プレコンサートシリーズ

商圏に在る類似ホールで多彩なジャンルの公演を開催

・カウントダウンイベント

堺東駅周辺（ホール敷地、市民交流広場、商店街等）で開館 1 年前を印象付けるカウン

トダウンイベントを開催

３ 平成３０年度当初予算額  １１３，７９０千円 

新規 （１１３，７９０千円） 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

 

問い合わせ先 

担当課 文化観光局 文化部 文化課 

担当者 永野・福嶋 

直 通 ０７２－２２８－７１４３ 

内 線 ４６３０、４６３７ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８１７４ 

 

 

「アートスタートプログラム」について 

～子どもたちに初めてのアート体験を！～ 

 

堺市では、未就学児を対象に、音楽や造形などの多様なアートプログラムを提供し、子ど

もが見て、経験し、自分でやってみることで、創造力や認知思考能力を育むとともに、初め

てふれるようなアート体験ができる環境づくりを推進します。 

 

記 

 

１ 事業名 

  アートスタートプログラム 

 

２ 事業概要、事業目的など 

  平成 30年度は、モデル事業として実施することで、未就学児に対するアートプログラムの

ニーズを把握するとともに、プログラム内容の確立を行います。 

 

３ 平成３０年度当初予算額  １，１３８千円 

           新規 （１，１３８千円） 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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平成 30年度 アートスタートプログラムについて 

 

【実施背景】 

堺市文化芸術審議会において、次代を担う子どもに対する文化芸術教育の必要が認められ

ているが、未就学児を対象とした文化芸術事業が少ない。 

そのため、普段の生活の中で経験することの少ない、文化芸術活動を通じて子どもの感性

や好奇心を育むとともに、子どもの個性や創造力を培う機会を提供する。 

平成 30年度はモデル事業として、公立・民間の保育園・幼稚園などに対し実施し、内容を

確立するとともに、ニーズ調査を行う。 

 

【対象】 

未就学児 

 

【事業名称】 

アートスタートプログラム 

 

【目的】 

未就学児に、音楽、ダンス、能楽、造形、絵画、演劇など初めてふれるような多様なアー

トプログラムを提供することで、子どもが目で見て、経験し、自分でやってみることで、

次代を担う子どもたちに、情操教育の一環にとどまらない創造力や認知思考能力を育むと

ともに、豊かな心と感性を育むことができる環境づくりを進める。 

 

【内容】 

 ・平成 30年度はモデル事業として未就学児向けに実施。 

 ・内容は、造形体験、音楽体験（楽器体験）などを想定 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

 

「原池公園事業（野球場・運動公園）」について 

～夢と感動のスタジアムを～ 

 

堺市では、高校野球や社会人野球の公式戦等が開催できる野球場整備と、健康・レクリエ

ーション機能を充実させた運動公園を整備します。 

 

記 

 

１．事業名 

   原池公園事業（野球場・運動公園） 

  

２．事業概要 

高校野球や社会人野球の公式戦等が開催できる観客席数やグラウンド仕様等を備

えた野球場の整備を行います。また、健康・レクリエーション機能の充実を図るため

に、公園内にウォーキング・ジョギングなどの健康づくりや、子どもの健全な育成、

市民の休養・休息の場となる施設の整備を行います。 

平成３０年度は、野球場整備等を進めます。 

 

３．平成３０年度当初予算額   ２，５２９，７０８千円 

       債務負担行為      （８０,０００千円） 

問い合わせ先 

野球場の整備に関すること 公園の整備に関すること 

担当課 文化観光局 スポーツ部 スポーツ施設課 

担当者 清水・木下 

直 通 ０７２－２２８－７５６７ 

内 線 ４５６０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７４５４ 

 

担当課 建設局 公園緑地部 公園緑地整備課 

担当者 穴見・中村 

直 通 ０７２－２２８－７４２４ 

内 線 ４４３１ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－１３３６ 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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堺市原池公園 〔第３期〕 基本設計概要 

 

(1)原池公園の概要 

原池公園は、昭和 40年に都市計画決定された、計画面積

17.5ha の運動公園です。現在、約 7.41ha の公園が開設し、

主な施設は体育館（アリーナ、トレーニング室、多目的室）、

スケートボードパーク、修景池、バーベキュー広場、遊具広

場、駐車場などです。また、災害時には広域避難地の機能を

有する都市公園に位置づけられているほか、体育館は指定

避難所として指定されています。 

所在地 大阪府堺市中区八田寺町・平井 

都市計画（計画日） 都市公園（S40.7.29） 

都市公園の種別 運動公園 

都市計画決定面積 17.5ha 

開設面積 約 7.41ha 

防災に関する 

位置づけ 

広域避難地の機能を有する都市公園 

体育館は指定避難所 

 

(2)原池公園の位置 

原池公園は、本市の中央部に位置し、交通アクセスは最

寄駅である泉北高速鉄道深井駅から原池公園入口まで徒

歩約 20分（約 1.6ｋｍ）、ＪＲ阪和線津久野駅や泉北高速鉄道

泉ヶ丘駅および深井駅よりバスの運行路線があります。また、

車での利用の場合は阪和自動車道堺ＩＣや堺泉北道など幹

線道路から近く、市内外からのアクセス性に優れています。 

 

(3)公園整備の経過 

平成 6年 事業着手 

平成 19年 第 1期（体育館、駐車場）完成 3.7ha 

平成 23年 第 2期（修景池、スケートボードパークなど）完成    

7.41ha 

   

 

 

 

 

 

（4）整備方針 

 ①本格的な野球場の整備 

高校野球夏季予選大会や社会人野球全国大会予選、プ 

ロ野球 2軍戦等、市民が質の高い環境で野球に親しめ、レ 

ベルの高い試合を観戦できるプロ野球公認規格の野球場 

を整備します。 

 ②健康、レクリエーション機能の充実 （少子・高齢化対応） 

   市民のウオーキング、ジョギング 

等のニーズ、子どもの健全な発達 

高齢者健康維持等が、快適に行 

える公園の整備に努めます。 

③安全、安心な公園づくり （防災機能の拡充） 

   大災害時に広域避難地として十分機能するように、避難に 

充分な空地確保と防災施設を整備します。 

④景観に配慮した公園整備 

   周辺の景観に十分配慮した施設や植栽計画とします。 

（5）主要施設 

■野球場 

収容人員 5000人規模の野球場を整備します。 

■園路 

既開園エリアと合わせ、ウオーキング・ジョギングコースを

整備します。園路沿いに健康遊具を配置した場所を、２箇所

整備します。 

また、緊急災害時に大型車両が通行できる主園路（幅員

6.0ｍ）を園内に整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■広場 

多目的グラウンドでは、子ども向けの複合遊具と周辺には

子どもたちを見守ることができる休憩施設を配置します。 

また、防災トイレ 31 穴および非常用ヘリポートのスペース

を確保します。 

 

 

 

 

 

   

 

■駐車場 

公園利用者向けに、大型車 12台、普通車 342台を増設し

ます。既存北側出入口部分を改修し、入退場ゲートを増設、

安全性を向上させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）その他 

■コスト削減への配慮 

ライフサイクルコスト削減を図るため、入手容易な材料の 

使用や補修しやすい製品を採用します。また地形を生かした 

造成計画とし、イニシャルコストを削減します。 

 

（7）スケジュール（予定） 

平成 28年度  実施設計 

平成 29年度  造成・建設工事着手 

平成 31年度 野球場部分完成 

平成 33年度 公園全体完成 

 

 

健康遊具 

防災トイレ 

園路イメージ 

ジョギング・ウオーキングイメージ 

ウオーキング・ジョギングコース 

健康遊具広場 

健康遊具広場 

遊具 
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（仮称）原池公園野球場基本設計概要                                                                    

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆高校野球夏季予選大会や社会人野球全国大会予選、

プロ野球 2軍戦等、市民が質の高い環境で野球に親し

め、レベルの高い試合を観戦でき、子どもたちの「憧れ」

や「目標」となる野球場とします。 

◆公園との調和を図るため、建物全体のボリュームと高さ

を抑え、球場全体がそびえ立たない設計とします。 

◆来園者や観客者が安全・安心して公園及び野球場を利

用できる設計とします。 

≪野球場計画概要≫ 

・内野黒土 外野天然芝   ・スコアボード LED式  

・両翼 100m センター122ｍ ・ナイター照明完備 

・収容人数 5000 人 

（内野スタンド 3000人、内外野芝生席各 1000人）  

・内野スタンド一部屋根付  ・屋内ブルペン 

・選手の日照による守備への影響を考慮し、本塁を北東向

きの配置計画とします。 

 

 

設計主旨 

 

 

∇観客・選手・運営者が交錯しないよう動線を明確に

分類します。 

∇ユニバーサルデザインに配慮し、授乳室や多目

的トイレ等を設置します。 

∇停電時には発電機が作動して、ナイター設備を保

安照明として稼働させます。 

∇内外装には維持管理コストを低減させるために、耐

久性・耐候性が優れた材料を選定します。 

∇スタンド段床等にプレキャストコンクリート（工場で製

造したコンクリート）を採用することで合理化と工期

短縮を図ります。 

野球場外構コンセプト 

 

鳥瞰イメージ図 

１階平面図 ２階平面図 

配慮事項 

∇球場までに期待感、高揚感を創出させる狙いで、球

場入口にシンボリックな大階段を配置します。 

∇球場前には、観客の滞留スペースの機能確保とと

もに、交流の場として活用する目的でオープンスペー

スを設けます。 

 

 

●スタンド 

猛暑や急な雷雨時に対応できるよう、バックネット裏に一部屋根を設けるとともに、コンコース（観覧席までの２

階通路）には観客が一時退避できるスペースを設けます。 

車椅子観客者が不自由なくコンコース階に上がれるよう外部にエレベーターを設置し、コンコースレベルから車

椅子席にスムーズに移動できる計画とします。また非常時の避難等を想定し、スロープを設置します。 

各種大会利用に対応できるよう必要諸室を設置します。 

●ナイター設備、放送設備、防球ネット 

ナイター設備は周囲の住宅地に光害の影響を与えない照度計画とし、放送設備は分散配置し、低出力で対応

することで住宅地への影響を与えない計画とします。 

防球ネットは場外飛球を考慮し、安全性を確保するために必要な高さとします。 

 

前広場イメージ 

 

野球場基本機能 

※今後の実施設計により諸室の面積や配置等が変わることがあります。 

≪施設概要≫ 

○構造・階数  鉄筋コンクリート構造 地上 3階建 

○建築面積   約 3,500㎡  ○延べ面積  約 6,400㎡ 

○建物高さ    約 14ｍ    ○軒高さ    約 10ｍ 

野球場平面図 

断面図 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 建築都市局 都市再生部 

    都心まちづくり課 

担当者 市川、大上 

直 通 ０７２－２２８－７５１４ 

内 線 ５６８０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８０３４ 

 

「都心活性化推進事業」について 

～堺東駅周辺の活性化を進めるための計画をつくります～ 

 

 堺市では、堺東駅周辺のまちづくりの方針となる「堺東フェニックス計画」を策定すると

ともに、都市機能導入施設の整備や地域主体のまちづくり活動に対する支援等により、中心

市街地の活性化を推進します。 

 

記 

 

  １．事業名 

     都心活性化推進事業 

 

  ２．事業概要 

    ①堺東フェニックス計画作成（拡充） 

            堺東駅周辺地域において、南海高野線の連続立体交差事業と整合を図りながら、 

     さらなる活性化を進めていくための方針となる計画を作成します。 

     ②堺市暮らし・にぎわい再生事業補助金 

中心市街地に不足している都市機能の集積を推進するため、民間事業者を活用

し、中心市街地における都市機能導入施設の整備を支援します。 

③堺市都心地域まちづくり活動支援補助金 

まちの活性化に向けた地域主体の様々な取組みに対して支援を行う補助制度

を運用し、公民協働のまちづくりを推進します。 

 

  ３．平成３０年度当初予算額         ６３，４３６千円 

     拡充        （１８，０００千円） 

    債務負担行為           （５０，０００千円） 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

 新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊 
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平成３０年度予算要求：新規・拡充項目 

堺東フェニックス計画作成業務 

【背景・必要性等】 

・堺東駅周辺地域においては、現在、「堺 都心のまちづくりプラン」「堺市中

心市街地活性化基本計画」に基づき、活性化の取り組みを進めているところ

であるが、主要事業（市民交流広場、フェニーチェ堺、堺東駅南地区市街地

再開発事業など）は概ね平成 32年度までに完了する予定。 

・こうした中で、堺東駅周辺地域では、南海高野線の連続立体交差事業と整合

を図りながら、活性化を進めていくため、まちづくりの進め方を検討するこ

とが必要。 

・具体的な取組みに向けて、商店街エリアなど市街地の更新を図っていくため

の課題・事業手法や進め方などを検討・整理する。 

 

【要求内容】 

○業務内容 

堺東駅周辺における整備方針作成 

・南海高野線連続立体交差事業の実施を前提に、地区の現況、既定計画や

開発動向の整理を行い、整備課題を把握 

・上記を踏まえた整備方針の作成、整備モデルの検討 

・事業スキームの検討、事業計画モデルの作成 

・地元との意見交換など事業化に向けた機運醸成 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

都心整備推進事業 堺保健センター庁舎整備事業 市民駐車場等整備事業 

問い合わせ先 

担当課 建築都市局 都市再生部 

    都心まちづくり課 

担当者 市川、大上 

直 通 ０７２－２２８－７５１４ 

内 線 ５６８０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８０３４ 

問い合わせ先 

担当課 堺区役所 企画総務課 

担当者 大黒、佐藤 

直 通 ０７２－２２８－７４７３ 

内 線 ２７１０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７８４４ 

問い合わせ先 

担当課 総務局 行政部 総務課 

担当者 松本、溝端 

直 通 ０７２－２２８－７０１０ 

内 線 ５１１０ 

ＦＡＸ ０７２－２２２－０５３６ 

問い合わせ先 

担当課 堺区役所 堺保健福祉総合

センター 堺保健センター 

担当者 平井、橋本 

直 通 ０７２－２３８－０１２３ 

内 線 ３４９１ 

ＦＡＸ ０７２－２２７－１５９３ 

 

「都心整備推進等事業」について 

～市役所前に賑わいと憩いの都市空間を創出します～ 

 

 堺市では、中心市街地を含む都心地域の活性化に向け、地域と連携した賑わいのあるまち

づくりを進めるため、市民の活動や交流の場となる市民交流広場等の整備を進めます。 

 

記 

 

  １．事業名 

     都心整備推進等事業 

 

  ２．事業概要 

・市民の活動や交流の場となる市民交流広場等の整備を推進します。 

・市民の利便性の向上を図るため、保健センターを本庁舎敷地内へ移転整備する 

とともに、本庁舎市民駐車場、駐輪場及びバイク置場を再整備します。 

 

  ３．平成３０年度当初予算額         ９１，３４３千円 

         債務負担行為     （３，５５４，０００千円） 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 建築都市局 都市再生部 

    都心まちづくり課 

担当者 市川、大上 

直 通 ０７２－２２８－７５１４ 

内 線 ５６８０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８０３４ 

 

「堺東駅南地区市街地再開発事業」について 

～堺東駅前のジョルノビルが生まれ変わります～ 

 

 堺市では、本市の玄関口である堺東駅周辺地域の活性化に向けて、権利者による取組みが

進められている堺東駅南地区市街地再開発事業を促進します。 

 

記 

 

  １．事業名 

     堺東駅南地区市街地再開発事業（約 0.7ha） 

 

  ２．事業概要 

     第一種市街地再開発事業により、住宅・商業施設等を主要な用途とする新たな再

開発ビルと、駅前ペデストリアンデッキ等の公共施設の整備を進めます。 

 

  ３．平成３０年度当初予算額      １,０７３,８３７千円 

 

 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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堺東駅南地区市街地再開発事業 完成予想図 
78



 

 

 

 

堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 産業振興局 商工労働部 商業流通課 

担当者 堂前、甚野 

直 通 ０７２－２２８－８８１４ 

内 線 ３５２０、３５２１ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８８１６ 

 

「中心市街地活性化支援事業」について 

～堺東商店街の景観整備等のための取組への支援を実施します～ 

 

 堺市では、中心市街地の玄関口である堺東商店街のアーケード改修や景観整備等、

堺東の魅力向上に繋がる商店街づくりに資する取組への支援を実施します。 

 

記 

 

１ 施策・事業名、施設名など 

  中心市街地活性化支援事業（拡充） 

 

 

２ 事業概要、事業目的など 

    堺東の玄関口である堺東商店街のアーケード改修や景観整備など、堺東の魅力向上に

繋がる商店街づくりに向けて、調査分析やその内容に基づく合意形成・計画づくりへの

支援を実施します。 

 

 

３ 平成３０年度当初予算額   ８，４７５千円   

             拡充  （３，０００千円） 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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  ○中心市街地の玄関口である堺東の魅力ある商店街づくり 
  ○アーケード等共同施設の老朽化 

課題 

中心市街地まちづくり支援事業補助金（拡充） 

 ○堺東の魅力向上につながるハード整備によるまちの顔づくり 
 ○まちの安全・安心の向上 

目標とする成果 

事業スキーム 

商店街等 市 

対象経費：委託費等 

補助率：２／３以内 

限度額：３００万円 

○堺東のアーケード改修・景観整備事業の専門家による合意形成や計画づくりなどを支援 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 建築都市局 都市再生部 臨海整備課 

担当者 山下 小田 

直 通 ０７２－２２８－８０３３ 

内 線 ５５７０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－８０３４ 

 

「臨海部活性化推進事業」について 

～堺旧港において海辺文化・賑わいを再興します～ 

 

堺旧港地区をはじめとする臨海部の活性化に向けて、大浜北町市有地において、商業機能

の導入や公共空間の整備を一体的に行い、大浜体育館の建替えなど周辺事業とも連携した賑

わい創出に向けた取組を推進します。 

 

記 

 

１ 事業名 

臨海部活性化推進事業 

 

２ 事業概要 

大浜北町市有地において、海を眺めながら歩いて楽しめる歩行者通路などの公共施設

整備に係る設計などを実施します。公共施設は、ホテルなどの民間施設と一体的に整備

を行います。 

 

３ 平成３０年度当初予算額           １３５，７７３千円  

 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  

大浜公園 

堺旧港 南海線 
堺駅 

面積：約 1ha 

用途地域：商業地域 
大浜北町市有地 

旧堺燈台 龍女神像 
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ＡＡ

BB

交流 歴史・⽂化資源が豊富な堺旧港に隣接している特性を活かし、多くの市⺠・来
訪者が海辺で憩い、海を眺めることができる⾮⽇常的な交流空間を創出する。

賑わい 都⼼地域内での海辺の⽴地特性を活かし、⺠間事業者による商業機能を導⼊
することで、魅⼒的な賑わい空間を創出する。

観光
ネットワーク

さかい利晶の杜、百⾆⿃・古市古墳群等の観光資源との連携を図り、堺旧港、
旧堺燈台等の歴史・⽂化資源と⼀体となった海辺の観光拠点を形成する。

回遊性 市有地周辺の回遊性を⾼め、市⺠・来訪者の誰もが海を眺めながら、快適で安
全に散策できるパブリックアクセスの充実を図る。

地域
活性化 周辺商店街等と連携を図るなど、地域活性化に寄与する取り組みを⾏う。

周辺に堺旧港や旧堺燈台等の歴史・⽂化資源を有する⼤浜北町市有地において、
「歴史・⽂化を活かした海辺の魅⼒的な交流空間の形成」を図る。

【活性化コンセプト】 堺旧港における海辺⽂化・賑わいの再興

⼤浜北町市有地において、商業機能の導⼊による賑わい創出や親⽔機能等の公共空間の整備を⾏うため、⺠間施設の整備運営及び公共施設の整備を⼀体的に⾏う
事業者を公募型プロポーザルにて募集する。なお、⺠間施設整備の事業⽤地については、事業⽤定期借地権による⼀括貸付を⾏う。

＜整備する公共施設の⼀覧＞

臨海部活性化推進事業（⼤浜北町市有地の活⽤について）

⼤浜北町市有地活⽤の基本⽅針

堺市報道提供資料
(H30.2.13提供）

参考資料

ア 歩⾏者通路 堺駅から⼤浜公園までのパブリックアクセスとしての歩⾏者動線
イ 連絡橋 市有地と旧港護岸を接続させるために市道上空を占⽤し設置する橋
ウ 周辺道路 連絡橋設置に伴い現市道において必要となる道路改良⼯事
エ 緑地 隣接家屋周辺、国道26号の拡幅⽤地等における緑地

＜事業内容＞

( )

位置図

【事業スケジュール】 平成29年度 公募型プロポーザルにて事業者決定
平成30年度~ 設計・⼯事に着⼿（予定）
平成32年度 施設開業・供⽤開始（予定）
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 文化観光局 スポーツ部 

    スポーツ施設課 

担当者 清水・木下 

直 通 ０７２－２２８－７５６７ 

内 線 ４５６０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７４５４ 

 

「大浜体育館建替整備運営事業」について 

～大浜公園にもう一度光を照てよう～ 

 

堺市では、昭和４６年に建設した大浜体育館を建替えし、市民が安全で快適にスポーツに

親しめる体育館と本市の武道振興の拠点となる武道館の整備を推進します。 

 

記 

 

１．事業名 

   大浜体育館建替整備運営事業 

 

 ２．事業概要 

    大浜体育館は、昭和４６年に本市が初めて建設した体育館ですが、施設の老朽

化などにより、利用ニーズに応えることが困難になりつつあります。 

    このため、市民が安全で快適にスポーツに親しめる体育館として建替えるとと

もに、大浜体育館の特長である武道場を充実させ、本市の武道振興の拠点となる

武道館の併設整備を推進します。 

    平成３０年度は、建替整備と運営を行う PFI事業者の業務が適切に履行されて

いるかモニタリングを行います。 

 

 ３．平成３０年度当初予算額     １６，０６６千円 

        債務負担行為    （２９，０００千円） 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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（武道館） 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 市長公室 ニュータウン地域再生室 

担当者 山 本 

直 通 ０７２－２２８－７５３０ 

内 線 ５６１１ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－６８２４ 

 

「泉北ニュータウン駅前再編整備事業」について 

～泉ヶ丘駅前周辺の魅力創出と利便性向上に向けて～ 

 

堺市では、「泉ヶ丘駅前地域活性化ビジョン（平成２７年１月改訂）」に基づき、近畿

大学医学部等の開設が予定されている泉ヶ丘駅前周辺の都市基盤整備を進めていきま

す。 

 

 

記 

 

１ 事業名 

泉北ニュータウン駅前再編整備事業 

 

２ 事業概要 

近畿大学医学部等の開設が予定されている泉ヶ丘駅前周辺において、駅へのアクセ

スとなる歩行者通行環境対策や車両交通対策の設計を実施します。 

また、田園公園、三原公園の再整備に向けた基本計画を策定するとともに、一部整

備を実施します。 

 

３ 平成３０年度当初予算額 １３０，３５８千円 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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泉北ニュータウン駅前再編整備事業 
～近畿大学医学部等の開設が予定されている泉ヶ丘駅前周辺の都市基盤整備を進めていきます～ 

田園公園、三原公園の再整備 

歩行者通行環境対策 

近畿大学医学部等開設予定区域 

車両交通対策 

府営三原台第1住宅 

田園公園 

三原公園 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 市長公室 ニュータウン地域再生室 

担当者 河 井 

直 通 ０７２－２２８－７５３０ 

内 線 ５６０６ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－６８２４ 

 

「泉北ニュータウン居住魅力向上事業」について 

～将来にわたって様々な世代が快適に住み続けることができる 

持続発展可能なまちの実現～ 

 

堺市では、「泉北ニュータウン再生指針（平成２２年５月策定）」に基づき、泉北ニュ

ータウンの居住魅力を創造・発信し、持続発展可能なまちとしていくため、「エリアプ

ロモーション、職住一致・近接のライフスタイルの啓発、学校など未利用の公共施設の

活用」を実施します。 

 

記 

 

１ 事業名 

泉北ニュータウン居住魅力向上事業 

 

２ 事業概要 

泉北ニュータウンエリアの魅力を子育て世代など若年層に発信し、定住促進に繋げ

ていくためのエリアプロモーション、地域活性化に資する旧高倉台西小学校の跡地活

用のための公募の実施、旧泉北すえむら資料館の活用方策の検討など、泉北ニュータ

ウンの再生・活性化に向けた取組みを行います。 

また、「職住一致にあった住居の活かし方」等に関するセミナーの開催など、泉北ニ

ュータウンにおける職住一致・近接のライフスタイル魅力の啓発を行います。 

 

３ 平成３０年度当初予算額 ３３，６７５千円 

新規 （３，１３１千円） 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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泉北ニュータウン居住魅力向上事業  
 

泉北ニュータウンエリアの魅力を子育て世代など若年層に発信し、定住促進につなげていくためのエリアプロモーションの 

実施や、職住一致・近接ライフスタイルの啓発、閉校した旧高倉台西小学校等の活用など、各種施策を実施します。 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒上記の事業を実施することで泉北ニュータウンの居住魅力を創造・発信し、子育て世代など若年層の定住増加をめざします 

 

職住一致・近接ライフスタイルの啓発 
 

・「職住一致にあった住居の活かし方」などに関する

セミナーやワークショップの開催 など 

 

若年層向け泉北ニュータウンプロモーションの実施 
 

・若年層が住みたくなるような地域イメージを 

発信するための特設ホームページ開設 

  

        

 

旧高倉台西小学校等の活用 
 

・閉校した旧高倉台西小学校に学校法人の誘致を進める 

 

旧泉北すえむら資料館の活用 

 

・現在策定中の大蓮公園パークマネジメント計画を視野

に入れた旧泉北すえむら資料館の活用方策を検討 

 

   

 

公共施設の活用・転用 ライフスタイルの啓発 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

コンソーシアム構築等まちづくりについて 市民の健康づくりについて 

担当課 市長公室 企画部 

企画推進担当 

担当者 金本、松永 

直 通 ０７２－２２８－７４８０ 

内 線 ２３２０ 

ＦＡＸ ０７２－２２２－９６９４ 

担当課 健康福祉局 健康部 健康医療

推進課 

担当者 神原、黒田 

直 通 ０７２－２２２－９９３６ 

内 線 ３４０６ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７９４３ 

 

「健康・医療まちづくり事業」について 

～産学公民連携で取り組みます～ 

 

堺市では、近畿大学医学部等の立地を契機に、大学、民間企業等との産学公民によるコン

ソーシアムを構築し、同会員の連携による健康・医療・予防分野等に関する新たなビジネス

や企業の集積を図るとともに雇用の創出及び将来的な医療費削減にもつながる健康寿命延

伸に向けた取り組みを進めるなど、健康と安心のまちづくりを推進します。 

 

記 

 

１ 事業名 

  健康・医療まちづくり事業 

 

２ 事業概要、事業目的など 

  産学公民がそれぞれの立場から知恵を出し合うコンソーシアムを通して、健康・医療 

まちづくりに向けたロードマップの作成や医工サービス連携に向けたニーズやシーズ調

査を行います。 

 また、「歩く」をテーマに地域住民と連携した運動習慣の見える化の促進など、新たに

市民の健康に関する意識を高めるような取り組みを進めます。 

   

３ 平成３０年度当初予算額           １１，０６６千円   

             拡充           （６，１２７千円） 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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健康医療まちづくりロードマップ案 
平成28年3月泉北ニュータウン及びその周辺地域における 

健康医療関連産業の集積に関する調査研究報告書（堺都市政
策研究所）を基に作成 

H29 

H30 

H31 

H32 

H33 

H34 

H35医学部等開設以降 

コンソーシアム設立 

 ○ロードマップの作成 
 ○健康づくりサービス創出事業 
 ○投資ニーズ等の調査 
 ○国補助事業 

体制構築 

各部会取組み 

①医工サ連携 
 ・マッチング 
②健康まちづくり 
 ・健康データ蓄積 
③投資誘導 
 ・誘導策の策定 
  /規制緩和 

各部会取組み 
①医工サ連携 
 ・ニーズ/シーズ調査 
②健康まちづくり 
 ・国補助事業 
③投資誘導物件調査 

キックオフ 

シンポジウム開催 
 
産学公民コンソーシ
アム設立準備会合 

医工サ連携マッチング（H31頃～） 

地域健康データシステム構築
（H33頃～） 

①医工サ連携 
 ・マッチング 
②健康まちづくり 
 ・健康データAIｼｽﾃﾑ構築 
③投資誘導 
 ・企業進出支援 

各部会取組み 

各部会取組み 

①中小企業の成功例 
②健康データ地域連携 
③企業進出支援 

規制緩和 

投
資
意
欲 

特区申請（H35～） 

コホート研究 

健・食・美の産学公連携（H31頃～） 

特区申請 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日提供 

問い合わせ先 

担当課 建設局 公園緑地部 

公園緑地整備課 

担当者 樫木・辻本 

直 通 ０７２－２２８－７４２４ 

内 線 ４４２０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－１３３６ 

 

「原山公園再整備運営等事業」について 

～誰もが健康づくりを楽しむ公園を再整備します～ 

 

堺市では、原山公園の活性化と栂・美木多駅周辺の賑わいの創出に寄与し、もって泉北 

ニュータウンの再生に資することを目的に原山公園の再整備運営を推進します。 

 

記 

 

 １．事業名 

    原山公園再整備運営事業 

   

２．事業概要 

    原山公園を屋外プール等施設及び屋内施設から構成される公園へＰＦＩ手法に 

より再整備運営を行います。 

    

３．平成３０年度当初予算額   １，１０９，１７６千円 

        債務負担行為  （   ４７，０００千円） 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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         原山公園再整備運営事業 
 

 

１．事業場所       堺市南区原山台２丁５、３丁１、４丁１～３ 

 

２．事業者 

   特別目的会社   原山公園ＰＦＩ株式会社 

   代 表 企 業   株式会社フージャースリビングサービス 

   構 成 企 業   大鉄工業株式会社 

             株式会社隆栄建設 

             住友林業緑化株式会社 

             株式会社スポーツアカデミー 

             株式会社パスコ大阪支店 

   協 力 企 業   株式会社石本建築事務所大阪オフィス 

便益施設事業者   ジャパンウェルネス株式会社 

 

３．事業コンセプト 

   子どもから高齢者まで誰もが健康づくりを愉しむきっかけをつくる公園 

 

４．施設整備 

○屋外プール 

  施設面積  ・水面積：２，２５０㎡ ・プールサイド面積：６，０００㎡ 

   施設内容  ・流水プール 

・スライダーＡ（滑走距離：１２６ｍ、落差：１５．３ｍ） 

・スライダーＢ（滑走距離：１０４ｍ、落差：１２．５ｍ） 

・幼児用プール（大型遊具設置） ・変形プール ・売店 

 ○屋内施設 

   階  数  地上３階 

   建築面積  １，６０４．８５㎡ 

延床面積  ３，１４７．８８㎡ 

施設内容  １階：屋外プール受付・更衣室 

２階：屋内施設受付・更衣室・屋内プール（２５ｍ・６コース） 

３階：スタジオ・マシンジム 

 ○園地 

   施設内容  ・アスレチック遊具 ・テニス・フットサル兼用コート（有料施設） 

         ・ため池周遊路 ・駐車場（２６５台） 

○便益施設 

   施設内容  カフェ 

   運営期間  ５年（平成３２年７月１日～平成３７年６月３０日 以降更新可） 
  ※便益施設は、ＰＦＩ法による事業契約とは別に、都市公園法による設置許可及び市との協定に基づき、便益施

設事業者が設置・運営する予定です。 

 

５．維持管理・運営 

 ○屋外プール 

  ・有資格者の監視員・救護員を適切に配置し、全ての利用者に平等かつ安全で安心なサービス

を提供 

など 

○屋内施設 

  ・運動習慣の定着による生活習慣病予防、高齢者の健康寿命の延伸、生きがいづくりに資する

プログラム（スイミングスクールなど）やインストラクターによる指導を実施 

  ・高齢者の介護予防や認知症予防に資するプログラムを実施 

など 

 ○園地 

・憩いの森において森林管理経験を有するボランティア等の協力、参画による里山管理 

・公園全体を活用した健康づくりや子育て支援を目的とする様々な事業を実施 

・子どもの体力づくり、レクリエーションを目的とするプレーパーク事業の実施 

など 

 ○自主事業 

・栂・美木多駅周辺の賑わい創出に資する事業については、原山公園のマネジメントを通して公

園利用者と多様な主体との意見交換の機会や場を創出するため、ラウンドテーブル形式による

協議会を設置・運営 

・屋外プールシーズン期間外の活用策については、屋外プール更衣室を有効利用した子ども向け

の多様なプログラムの実施やプールサイドへ遊具の設置等を運営状況に応じて実施 

など 

 

６．事業スケジュール 

平成２９年９月８日～平成３２年６月３０日 設計・建設 

平成３２年７月１日 供用開始 

       ～平成５２年３月３１日 維持管理・運営（２０年間） 

 

 

  ＜公園全体イメージ図＞ 

 
   
   ※上記イメージ図は提案資料として提出されたものであり、実際とは異なる場合があります。 
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堺市報道提供資料 

平成３０年２月１３日 提供 

問い合わせ先 

担当課 建築都市局 都市整備部 都市整備推進課 

担当者 池川 

直 通 ０７２－２２８－７４２５ 

内 線 ５６２０ 

ＦＡＸ ０７２－２２８－７８９７ 

 

「黒山西土地区画整理事業」について 

～美原都市拠点の一翼を担う黒山西地区の工事が最盛期～ 

 

良好な市街地形成に向けて、黒山西地区で進められている地元地権者による土地区画整理

事業を推進します。人々が集い、賑わいのあるまちづくりに向け、「美原都市拠点の一翼を

担う黒山西地区の工事が最盛期」を迎えます。 

 

記 

 

１．事業名 

黒山西土地区画整理事業 

 

２．事業概要 

黒山西地区で進められている地元地権者による土地区画整理事業を推進するため、

土地区画整理組合に対して技術的援助を行うとともに、道路整備等に対する補助をし

ます。 

施行地区面積 ：約１１．４ha 

事業施行期間 ：平成２８年度から平成３２年度（清算期間含む） 

 

３．平成３０年度当初予算額 １，０３６，６０３千円 

（債務負担行為     ３，０００千円） 

 

解   禁 

テレビ・ラジオ・ＷＥＢ 平成３０年２月１３日（火）午後２時 

新 聞 平成３０年２月１４日（水） 朝 刊  
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南部大阪都市計画事業黒山西土地区画整理事業 位置図            

 

 
 

当該地区  

主要地方道泉大津美原線  

（都市計画道路松原泉大津線）  

美原区役所  

黒山西地区  

A＝11.4ha 

国道 309 号  

（都市計画道路大阪千早線）  

黒山西土地区画整理事業施行区域  
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